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五
〇

雜

錄

あ
る
は
上
揭
の
數
字
の
明
示
す
る
所
な6

と
す
。
J I

す 

る
に
.

^

入
の
指
摘
せ
ん
と
欲
す
る» .
他
な
し
、
J

寒 

y

f e
J M

に
^

^

桃
及
ぴ
遺
產
税
の
増
加
は
全
く̂

7§
^ * 

張
烦
動
に
關
す
る
國
際
的
麟
密
盟
約
者
、
軍

雷

張

派
 

に
«

す
.
る
新
問
紙
遛
に
此
爾
者
.に
隸
屬
せ
る
専
門
家
财

英

雙

笑

醫

於

け

る

陸

海

軍

人

の

大

多

數

を

後

援

と

し

て

®
動

せ

る

の

給

果

に

過

ぎ

次

る

&

卽

ち

是

れ

な
 

i

此

现

象

t

や

頗

る

樹

雜

に

し

V

其

眞

想

I

つ 

こ

と

密

易

な

ら

次

る

所

な

る

於

、

之

に

依

み

て

暴

f
 

貪

れ

る

は

ク

ラ

ッ

プ

ー

派

の

軍

器

供

給

者

に

し

て

、

全 

®
界

は

其

犠

牲

に

供

せ

ら

れ

つ

、

あ

る

な

6

。

#

人

の
 

瓦

に

し

杧

る
^

者

の

自

S
に
據

れ

ば

、

各

國

政t
M 

其

運

動

に

抵
f/
Lす
る

ょ
4
は

寧

ろ

我

を

新6

て

軍
1

宠
 

張

費

を

ば

富

豪

に

負

擔

せ

し

む

る

を

早

道

な

グ
〜

i
酿
 

し

つ

、

あ
6

政

府

か

之

を

下

層

階

級

の

負̂
に

@

せ 

し

め

次

る

は

、

總

選

擧

の

給

果

を

惧

る

、

を

以

て

な

6 

- 

故

に

規

今

に

於

け

る

財

產

に

對

す

る

增

桃

的

赞

向

は

富

： 

有

階

級

が

抗
il
を

爲

す

迄

繼

續

ず

る

な

ら/し
i
sは
る

.

.

.

.

.

:

.

 

'
九
六_ 

'

目
下
此
階
級
呔
從
順
.

に
鈉
猶
の
：義
務
を
盡
し
つ
、

f

 

て
、
軍
簾
張
派
に
屬
す
る
新
聞
紙
は
其
愛
國

6

の
田 

盛
な
る
こ
と
を
稱
揚
亡
.

9

0

金

融

會

祉

の

先

驅

及
 

其

類

例

(

5

船

尾

榮

.
太

郧

獨
逸
I j

於
て
《
企
業
の
設
立
及
び
其
の
金
融
を
總
て
の 

信
用
.
業
務
と
結
合
し
、

(

當
初
而
々
紙
幣
發
行
業
務
ヶ

」

す 

ら
包
有
し
て)

叉
一
方
常
に
预
金
事
務
.
と
結
合
しV

經 

營
せ
る
所
爾1?
券
龈
行
31

は
發
行
銀
行
な
る
$

の
を
生 

古
く
るU

至
れ
6

、
獨
逸
發
行
銀
行
の
事
に
關
し
て
は
、

i

サ

ツ

ト

一

ン

ー

、
モ

ー

テ

ル

、
レ
I
ブ

•
ヴ

尤
I
ハ

I 

©
y

~
サ
ーo

ィ
*エ
ィ
デ
ル
ス
等
の̂
書
を
參
ii
?
^
ベ̂
し
。

 ̂

仔
細
に
之
れ
を
觀
察
す
れ
ば
矢
張

：-

所
爾
大
發
行
銀
行 

印
に
名
其
の
金a
事
業
に
關
し
數
多
の
差
別
あ
る
事
を 

紺
，，

-

得
べ
し
。
而
し
て
是
等
の
銀
行
は
、
企
業
を
株
式 

組
織
に
變
H
す
る

事
6 |
1

も
ホ
來
の
意
味
に
於
け
る
會
社 

設
克
築
務
を
取
扱a
f
,
卽
ち
差
當
ヶ
銀
行1C
M

6

一一$
 1

 

雜
-

.

0

多
く
の
資
金
を
必
要
と
せ
卞
却
て
®

に
授
與
せ
る
個
人 

■

信
用
を
現
金
化
す
る
に
資
す
る
彼

S

本
來
の
意
味U

於 

け
る
會
社
設
立
業
務
を
取
极
ひ
允
ぅ
、
之
れ
に
反
し
企 

業
會
社
の
創
立
及
び
え
れ
が1

に
す
る
資
金
の0
0 

は
各
銀
行
各
別
の
發
展
を
爲
せ
6

。

例
を
獨
逸
銀
行
に
見
る
に
同
行
は
他
の
銀
行
殊
に
其
の 

最
大
の
競
爭
者
祀
る
，

「

割
引
會
社
^
と
反
對
に
九
十
年 

來
の
初
期
以
來

(

:;

、\

ネ
ス
マ
ン」

。
水
管
事
業
等
に
關 

し)

自
ら
企
業
設
立
に
關
係
す
る
に
至
6

セ
る
$

51

に 

近

來

に

至

.箸
し
く
其
の
業
務
を
當
座
取
引
業
務
に 

局
限
せ
ん
と
努
め
つ
、
あ
る
形
跡
あ

6

。
何
れ
に
せ
ょ 

獨
逸
に
於
て
，
未
だ
純
然
杧
る
信
用
銀
行
の
發
達
を
認 

め
^

る

な

-
^
。

以
上
の
如
く
大
規
模
な
る
株
式
銀
行
於
會
社
諛
立
及
び 

金
融
界
に
於V

、

演
少
る
活
蹯
と
共1C
、
個
人
锁
行
者 

め
斯
界
に
於
ける
活
動
を
看
過
ず
ベか
ら

岁

。

而

し
< 

其
の
業
務
分
檐
の
：區
々
杧
る
事
は
株
试
銀
行
の
比
に
非 

ら

卞
.°
,

個
人
銀
行
家
の
業
務
中

U

は(

£

• 

i

 .

第

二

章

獨

逸

の

發

行

銀

行



6

A

れ
の
別
受
其
の
他
の
信
用
業
務
に
限
る
あ

6

。
或 

は(
I
I)

國
债
募
集
の
媒
介
に
關
し
て

、

諸
國
の
政
府i
 

關
係
を
有
つ
外
純
然
^

る
預
金
銀
行̂

る
あ
6

。
或
は 

(

三)

殆
ど
證
券
寶I

及

S

金
融
業
を
の
み
其
の
專
門
i

 

な
す
名.
の
あ
る
な
ど
の
如
し
。
.(

r
)

及
.

(

ニ)

に
屑
す
る 

は
、
獨
逸
最
大
の
個
人
銀
行

「

メ
ン
デ
ル
：
ス

ナ

ー
ン
I
# 

社
其
の
適
例
に
し
て

(

三)
の
典
型
と
し
て
は

r

力
I

ル
、 

ノ
ィ
ズ
ル
ゲ
ル

」

商
會
を
擧
げ#
ベ
し

。
同
商
會
は「

フ 

土
丨
ル
ス
テ
ン

」

g

A

ロ
の
關
係
に
依
ろ、
' 

會
社
設
立
の 

杧
め
多
大
の
資
金
を
左
右
す
る
を
得

^

T
O

し
が
、
其
の 

後
、
該
聯<

ロ
财
商
業
同
盟
と
共
に
同
商
會
よ

6

分
離
せ 

し

以
來
は
最
早
此
の
方
.法
に
據
る
こ
と
能
は

*

、

小
都 

會
に
預
金
：取
极
店
及
ぴ
代
理
店
を
設
け
<
、
資
本
を
蒐 

集
し
、
之
れ.を
#

)1
1

1

-

_

設
に
放
7'

す
る
を
常
と
せ
^
\
。 

千
火
百
七
年
に
至~
0

1

ヵ
ー
ル
、
ノ
ィブ
ル

ゲ
ル」

商
會 

.は
組
織
を
變
風
し
て
株
式
に
よ

る
合
資
會
社
と
な
し
、 

同

年

七

月一、

ロ
の
創
業
第.
一
囘
贷
借
對
照
.表
に
よ
る 

基
本
金
五
百
商
馬
に
對
し
借
入
金
四
百
十
七
萬
艽
千
六

;

百m
-三

馬
を
數
べ
其
の
的1
ー
百
$
十
莴
馬
の
預
金
ぁ 

(

過
半
は
長
期
の
名
の

)

而
し
て
贷
出
金
額
は
、
約 

ご
一
百
萬
馬
に
し
<

、
主
と
しV

.

同
#

社
の
關
與
せ
る

H

 

|

業
的̂

業
に̂

す
る
—

に
し
て
別^

此
種
有
價®
#

 

0

所

有

高(

素
ょ
ヶ
此
の
丙
に
は
^

«

の
收
入
ぁ
る
證 

券
を
含
む)

約
四
百
萬
馬
に
上
れ
6

。
E

に
之
れ
を
翌 

\

千
九
百
八
年
六
月

〖
I
i

十
日
の•
對
照
表
に
較
ぶ
る
に
®
入 

\

金
略
四
西
萬
馬
、
其
の
內
K

金
額
は
傲
に
百
一
一
十
萬
馬 

|

に
滅
匕
、
手
形
引
受
勘
定
五
十
七
萬
九
千
馬
は
同
會
社

： 

.

舣
隸
屬
會
社
と
密
接
の
關
係
を
有
す
る
を
示
し
、
四
頁 

七
十
萬
馬
を
下
ら
ぎ
る
、
贷
出
金
は
同
銀
行
に
ょ

6

設 

■

立
せ
ら
れ
杧.る
企
業
!0

#

し
信
用
を
搜
與
す
る
こ
と
益 

|

益
願
繁
な
る
を
表
は
し
、
更
に

.

證
券
勘
®:

に
至
6

て
は 

二
百
六
十
萬
属
K

降
下
し
？
內
六十
二
萬
七
千
馬
の
み 

一
收
入
蔽•
定
と
見
る
べ
き
有
價
證
券
な
^

V。

特
に
性
#
す 

ベ
き
は
、
'
同
會
社
の
不
動
産
所
有
額
の
多
大
な
る
點
に 

し
て
、
土
地
三
十
ニ
萬
九
千
馬
、
#
物
略
百
萬
馬
以
上 

會
社
敷
地
亦
略
同
額
に
上
，
之
を
合
.せ
て
抵
當
に
附
し

約
百
五
十
萬
馬
を
偕
入
れ
あ
ぅ
。
其
他
土
地

^

^

契

約
. 

に
據
る
權
利
見
積
價
格
ー
一
ー
十
三
黹
七
千
馬
を
有
し
、
總 

利
益
を
構
成
す
る
名
の
は
、
識
券
及
引
愛
ょ

6

三
十
七 

萬
四
千
馬
、
利
子
ニ
十
三
萬
五
千
馬
、
手
數
料
十
二
萬 

4

千
馬
な-C

N

き
。
然
る
に
千
九
百
十
年
に
至

6

 

P

#

| 

社
は
■不
幸
破
線
の
悲
運
に
遭
遇
し
輕
襻
同
會
社
に
規
金 

を
委
ね
间
收
困
難
な
る
事
業
に
融
通
せ
し
め

^

る
公
衆
一 

は
爲
忆
多
大
の
損
害
を
被

6

f c
6

。 

• 

\ 

旣
に
敍
說
し
杧
る
於
如
く
本
來
の
短
撕
信
用
業
務
は
設 

立
、
金
融
其
他
の
證
券
業
務
诞
に
土
地
取
引
業
務
に
比 

し
甚
し

く

輕
視
せ
ら

れ

杧
6

。
此
の
傾
向
の
萸
に
箸
明 

な
る
を
：

に
於
け
る

「

マ
ツ
ダ
ス
、ウ
ル
リ
ツ
ヒ

」

株 

式
合
資#

社
と
す
。
こ
は
純
粋
な
る
設
立
及
金
融
會
社
一 

に
し
て
、
殆
ん
ど
龈
行
的
：

#

^

を

具

備

せ

^

、
>
危

險

な
 

る
事
業
を
設
立
し
、
其
の
間
に
利
益
を
求
め
來

6

し
舣
一 

千
九
百
十
一
年
一
月
遂
に
破
線
し
て
淸
算
の

J h

む
な
き 

に
至
れ6

、
其
の
際
株
式
資
本
一
一
十
萬
馬
に
對
し
百
寓 

馬
以
上
の
缺
掼
を
年

15
:

届
杧

6

と
云
ふ
。
他
に
同
食
社

w

「

ヲ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ

」

市
.

に
一
個
の
諫
屬
金1
8
^
社
を
版 

立
しr

サ
ク
ゼ
ン」

^

業
及
エ
業
銀
行
株
式
會
社
と
名
づ 

け
し
が
、
之̂

亦
千
*

^

十
年
資
本
五
十
萬
馬
に
»

し 

缺
損
•
十

六

萬I

千
馬u

上
ろ
、
遂
に
千
九
百
十
二
年
淸 

算
を
な
す
に
至.れ
6

。:

•

「

マ
ッ
ダ
ス
、ゥ
ル

'
リ
ッ
ヒ」

食
社
は
或
は
軍
獨
に
、
或
は 

上
述「

ザ

グ

セ\
」

銀
行
及
び
他
：の
金
融
會
社
卽
ち
伯
林 

に
於
け
る
有
限
責
任
會
社
獨
逸
錫
礦
利
用

「

シ
ン
ジ
ゲ

イ
ト」

と
協
力
し
て
中
央「

V

ル
バ】

フ
S

シ
ユ
•
ル
フ
、
グ 

y

ユ

ツ

グ

」
「

ベ
.
ル
グ
フ
ラ
イ
本
ン
ア

_「

ア
ル
ベ
ル
ト

J

礦

.山

等
の
礦
山
企
業「

ホ
ー
へ
ンX

タ

イ

、ご「

ホ
ー
シ
ブ 

ル
ヒ
S

バ
ゥ
ル

.
ス」

「

ッ

才

イ

ス
J

#

0
石
油
事
業
及1

5

 

千
九
百
八
年
二
躍
資
本
額
を
增
加
し
て
ニ
十
萬
馬
よ

6
 

五
十
萬
馬
を
な
し
杧
る
土
地
取
引
株
式
會
社
を
諛
立
し 

ft
.

6
。
方
今
多
ミ
の
個
入
鈒
行
於
、
之
れ
と
類
似
の 

を
帶
ぶ
るw:
®

然
fc
.る
事
實
%

み
於
七
十
年
代
に
於» 

る
此
の
種
の
個
人
雜
行
の
類
は
|£

に
夥
し
き
ぢ
の
ぁ6
 

き

？

'

-

/ 

>

. 

.

:



r

く
.ク

资

セ

負

の

會tL
か
他
入
の
寶
本
を
使
用
す
，る
，

■

度
合
減
少
す
る
に
從
6 4

益
々
本
來
の
金
.融
會

*

に
近
接
. 

す
る
に.
至
る
べ
く
發
行
龈
行
'

S

金
融
銀
行i

變
せ
ん
/
，
 

す
る
點
亦
常y

玆
に
存
す
此
種
會
社
の
.設
立
者
於
自
己

: 

の
實
本
を
以
て
冒
險
的
放
下
を
な
す

^p

、
多
く
の
場
へ
ロ 

*

の
資
本
は
少
額
に
止
ま
る
於
故
に
、
國
民
經
濟
上
：重 

要
な
る
關
係
を
有
せ
^

る
喾
な
れ
ど̂P

、

■

事
.實
は
凶
タ 

し9
P

然
ら
梦
。
破_

相
_

い
で
起6

、
有
カ
な
る
商
樂 

新
聞
の
痛
呼
瞥
街
す
る
所
ぁ
る
に
枸
ら
梦
做
是
等
の
會 

社
か
沉
く
其
の
資
金
の
調
達
に
成
功
す
る
所
以

.

の
名̂
 

は
、
常
に
輕
信
な
ふ
公
衆
舣
眾
に
酏
當
の
高
率
な
ジ
に 

せ
ら
るV

に
外
な
ら̂

と
す
。

.

.I

一
 一

章

.

佛

國

の「

バ
y
 

V

ド
、
ク

レ

デJ

と「

パ

X

ク

、
ダ
ッ 

フ
.

H

 

n

;]
>

」

.

.

.

獨
逸
に
ぁ
ろ
て
は
各
種
の
信
用
及
.
び
金
融
業
務
ハa

今 

發
行
業
務
に
は
遠
次
か
れ
f

)

を
集
聚
し
杧

る

萬

屋.

銀
行
、

s

今
傲
ほM

の
模
範
上
な6

、
近
頃
成
立
せ
る 

多
く
©

金
i

社
y

亦
、
多

少

之

れ

に

傾

く

所

あ

然
 

る
に
佛
國u

あ
.
f

 

v

は
旣
に
早
く
よ6

斯
業
に
特
別
の 

|

 

,尊
1

:

を
開
き
*

^

、：

古
來
佛
ii

は
銀
行
業
の
試
驗
地
fc 

し
て
、
失
の
離
藤
銀
行
以
來
、
同
種
の

*

«

行
の
0

i

 

見
る
こi

屢
.

々
次
6

き
ゃ
殊
に
：千
八
宵
七
十
八
年
よ

6

 

j

-T
A

百
八
十
ニ
年
の
好
最
氣

U

際
じ
、E
A

な
，石
資
本 

を
擁
す
る
投
機
銀
行
數
筒
の
成
立
す
る
あ

6

。
其
の
箸 

j

名
な
る
名
の
を

「

ソ
シ
エ
1

ア
、
ド
、y

ユ

ニ
才
ン
、
ず
ネ
プ 

ル」

i

な
す
、
尤̂
^

其
0

,大
部
分
は
間
名
な
く
倒
產
し
允 

\

る
.

か
此
等
動
，
#

雜
行
0

模
，做
者.
と
稱
せ
ら̂

、
冬
の
..、

|

ft

發
行
銀
行
と
し
て
分
立
し
把
る
大
會
社

‘

三
個
あ
ろ
。

\

 

日
く̂

レ
^

^

^

*0

く
佛
國
商0:
'

*

業
會
社
1
1
1 

j 

く
'「

國
民
ゝ
割■
則

銀

行」

之
れ
に
な
ろ
。
以t
i

r

t;f 

I

に
發
行
業
務
を̂
郝
し
、
英
國
の̂

從
64

尊
ら̂

^

餐
る
預
金
.艱
行
把
ら
ん
乙
と
を
勉
め
し 

,

め
し
名
の
な̂

V。

此

種

會
-t
f

c

i

#
立
し
て
外
し
费
以
前 

よ
ろ
ニ
：
S

.

0

銀
行
は
：、
茈
反
對
の
.

：進
路
を®
6

預
金
業

務
を
重
ん
せ
ず
尊
ら
廣
汎
な
る
手
形
及
取

^

®

豫
#
賈 

業
務
、
特
に
發
行
業
務
に
力
を
入
れ
別
_

の
發
展
を
爲 

し

^

る

名
0
ぁ

6

。 

\ 

上
述
の.
S

太
銀
行
中「

バ
y

ク
ヽ
ド
、
ダ
レ
デ

」

i

ヽ
之
.れ
一 

に
隸
馬
す
る
地
方
銀
%

0

1

團
と
を
他
の
者
を
區
別
す 

る
爲
め*

人
は
夙
に
之.れ
.

を
名
づ
け
て
金
融/
會

社

と
.

云
へ
6

、
近
來
»

に
實
業
銀
伊
の
稱
を
以

V

す

る

.
に 

至
ろ
同
脖
に
金§

社
の̂

稱
は
今
や
、
.
’

信
託
#
社
に
一 

浪
ゲ
祖
ゐ
ら
'る
る
事
と
な
れ
6

。
然
6

i

sl

名
其
.

の

別

.1 

稍
漠
然
と
し<

彼
此
2>

間
截
然
允
る
區
，別

を

立

つ

る

事

：

丨 

,
ヽ
メ:/
^
夕

フn
Hル
.

困
難
な6

。
此
れ
等
の
賢'
業
：
銀
行
は
發
行
會
社
i

云 

ふ
ベ
く
名
金̂
^

社
と̂

^

ベ
か
ら
す
。
何
と
な
れ
ば 

實
藥
銀
行
は
證
券
代
位
の
業
を
な

^

ず
、
只
自
己
の
作 

成
1

又
は
貿<
4

杧
る
證
券
を
迅
速
に
寶
出
す
に
北
ま 

る
を
.

以
て
.

な
'

^

、
素
ょ
6

自
己
.

の̂

^

し̂

る
.

證
^
を 

芋
元
に
所
有
す
る
こ
と
多
额
な
れ
ば
自
ら

®

券
^
^
名 

行
ね
る
べ
く
爱tc
至
て
其
の
企
業
：は
金
_

會
社
-

0

變
t

る

至̂

る

べ

し

今

然

る

l=Jl^Mp
あ

6

y
は

放

下

を

求
 

む

る

資

本

の

性

質

上

證

券

#

行

の

大

部

分

は

國

債

な

る
 

を

以v

之

等

の

®
行

炉

エ

業
#
社

に

金

融

じ

叉

は

、

，
其
 

の

證

券

を

發

行

す

る

は

國

两

の

名

の

に

あ

ら

ず

し

て

主

：
 

と

しV
.

外

國

翁

社

U

對

す

る

令

の

な

ら

。

乙

れ

佛

國

エ
 

業

進

步

の

速

度
®
だ

®
ガ

長

る

に

よ

る

、

故

に

若

し

1 

會

社

鉍

其

の

金

融

業

務

に

關

し

、

外

國

企

業

に

重

き

を
 

置

く

こ

と

愈
.々
太

な

れ

ば

其

業

務

は

益

々

金

融

會

社
1C 

接

近

す

る

に

至

る

べ

し

。

何

と

な

れ

^

此

の

種

外

國

企
 

業

の

證

券

は

國

偾

の

如

く

迅

速

に

公

衆

に

寶

6

放

ち

能
 

は

ず

自

然

自
B
の

.手

持

ち

と

な

る

事

多

け

れ

ば

5

6
。 

此

の

實

業

艱

，行

に

«

す

る

最

古

の

銀

行

は

巴

里

及

和

蘭
 

船

招

に

し

て

千

八

百

七

十

ニ

年

、

一

填

罕

五

有

m
法
 

の

娜

込

資

本

を

以

<

設

立

せ

ら

れ

千

八

百

七

十

八

年

資
 

本

を

六

千

二

百

五

十

萬

法

に

半

減

し

、

千

丸

百

七

年

！

$

 

び

七

千

丑

苜

萬

法

ぬ

^

^

し

fc
s.
?
の

な

^

^

闾

龈

行

藍

國

融
1

會
社
0

業

務

を

會

醫

立

碁

發

行

業

務



と

を

結

合

し

杧

の

に

七
C

預
金
業
務
に
基

v

»-
全 

ぐ
行
«

少
。

「

へ
ー
ゲ
マ
ン

」

の
言
に
據
れ
ば
其
の
借
入 

金
は
主
と
し
て
同
行
於
其
の
國
愤
を
發
行
し
*

る
處
の 

外
國
政
府の
«

金
ょ
6

成
る
i

°-〕

同
行
辟
方
今
諸
外
國 

政
府
の
金
融
機
關
と
し

V
1

方
の
衝
鎭
を
な
し
ハ
つ
プ
ス 

チ
ヤ
ィ
ル
ド

」

家
の
^

を̂

^

\

る
に
至
れ6

。
同
行
は 

廣
く H

業
的
企
業u

對
し
融
通
す
：る
？
佛

麗

下

の

國
 

情
に
應
b

主
に
外
國
企
業
に
金
融
す
る
な
6

。
千
九
百 

十
年
同
行
は
略一
僚
法
の
證
券̂

有
し
、
之
れu

加
.ふ 

る
に
、
關
與
株
券
の
額
三
千
五
百
五
十
萬
法
ぁ

6

證
券 

の
內
_

は
國
债
二
十
八
種
、
株
式
三
苜
ニ
十
一
種

ft

債 

五
十
八
種
に
し
て
關
與
#'
#

の

中

に

は

九
+'
四

個

の

事
 

業
含
ま
れ
、
最̂P

高
き
名
の
は
銀
行
業
な
6

。
同
行
は 

又
廣
きi

に
涉
6

て
、
取
引
猶
豫
仲
賈
業
務
及
び
手 

'形
伸
買
槳
觀
を
營
み
其
の
盛
な
る
事
貸
偕
對
照
表
上
實 

產
の
部
に
於
て
八
千
三
百
萬
法
及
ぴ
六
千
百
七
十
萬
法

. 

の
數
字
を
示
し
別
に

*

餐

付

額

四

百

七

十

萬

^
に

4:
る

あ

ろ
;-
'
0
:
:
然

3

.て

人

其
.
©證

券

置

貸

付

銀

行

及

び

：
 

發

行

銀

行
^

る

性

質

上

其

の

利

益

は

變

動

眞

に

常

な

く
 

「

へ

ー

ゲ

>

 

ご

の

.引

用

ず

，る

數

字

に

ょ

れ

ば

總

利

益

の
 

變

動

は

百

齋

法

を

舉

位

占

し

"

1

九
〇

0

ン 

八
、
八

.

一
九
0

て

.
：

:

六

、
七

•■

1

九

0.
ニ 

九

、
五 

1

九

o

三

卜

. 

九

、
〇 

1
九

0

四

ッ
 

I

九

、
四

.

一

九

〇

五
■ 

一
 

◦
、
八 

1
九

0

六
 

ニ

六

、
五

，

の
如
し
。
之
れ1 C

?

拘
は
ら
女
、
同
期
間
に
於
け
る
酣 

當
は
單
に
五
十
法
ょ

6

六
十
法
の
間—

一
割
乃
至」一

割 

ニ
分—

を
上
下
せ
じ
に
過
ぎ
次
ろ
し
は
、
好
景
氣
の
赌 

名
僅
に
其
の.

純
益
の
少
邡
分
を
酡
當
し
、
他
は
、
之
れ
を 

積
立
金
に
繰6

入
れ
^
.
る
に
因
る
ベ
く
之
れ
於
爲
め
積 

立
金
額
は
實
に
栎
武
寶
本
額
を
趣
過
す
る
に
至
れ
み
。
：

■■
, 

- 

:
 

,
.
.
- 
-■ 

.
.
.
.

■

■

■

■

■

■

■

 

パ,'
，
:

.

.

■
■
■ 

■ 

- 

..

|
千
九
.百
九
年
以
來
は
其
の
酤
當
率
を
一
割
五
分
に
高
め

. 

te
:

6

と
云
ふ
。

第
二
の
實
業
銀
行
は
千

九

百

一
年
、
前
大
藏
大

E

「

ル 

グ
ィ
エJ

氏
に
よ6
V

設
立
せ
ら
る
？
卽
ち
同
氏
は
其 

の
統
率
の
下
に
あ
る
、
⑴
里
國
際
銀
行
を
佛
蘭
南

.

パ

ン

ル

?

'

ねル巧バ

gs

紙
.

行
と
合
併
し

V
、

佛
籣
西
.
商

工

銀

行

を

-

^

!s
!

銀
行

|

|

山
株

1

遣

；
_

渭

受
會
紐
を
餿
立
し
名
づ
け

V
、

有
限
素
任
佛
國
金

.

0

 
^

0

<

^

0

i

0

 
^
 
i

 

篇

西

商
£

s

普
通
銀
行
業
務
を
取
极
ひ
完
全
な
る
獨
逸
の
發
行
銀
行 

に̂

當
す
。
只
特
に
取
引
猶
豫
伸
M

業
務
を
重
要
視
す 

る

點

の

み
異
な̂

6

0
其
の
.資

本

六

千

萬

法

偕

入

金 

一tf
九
千
一1i

百
七
十
萬
法
系
形
有
高
九
千
コ
{百
六
十
萬 

法
、
證
券
及
び
鼸
與
額

1
1

千
七
一
白
四
十
萬
法
、
取
引
猶 

豫
額
九
千
百
七
十
萬
法
貸
付
千
五
莨
? ®
^

^

 0

S
 

•

金
三
千〗
1

百
五
十
萬
法
を
許
上
す
。
巴
里
銀
行
に
於
て 

$

、
後
に
啦
ぶ
る».
行
'

に
於
て$

、
叉
此
の
商H
M

行
に

於

v

名
其
の
資
偕
對
照
表
上
の
を
本
箸
書
第

〗

版 

(：

千
九
苜
八S

に

示

し

祀

る

擊

と

比

較

せ

ば
、

' 

此 

等
各
銀
行
於
近
年
に
於
て
驚
く
べ
き
發
膝
を
爲
し
つ

.ノ 

ぁ
る

.

を
媒
ひ
得
べ
し。

.

第
三
の
*
業
銀
行
は
、

.千
九
百
三
年
新
敫
者
の
銀
行
と 

し
て
知
ら
れ
允
る
巴
里
個
人
銀
行
者
.一
團
の
設
立
す
る 

所
な
6

彼
の
七
十¥

代

に

於

け

る

^

^

設

立

當

赌

の

遺
 

适
に
し
<

、

.

旣
に
其
の
存
續
を
續
け
雛
く
解
散
を
豫
期

し
把
る
出3:
ル
辦
；行
を
合
併
し
、' #
の
資
沐
を
四
千
萬 

法
ょ
6

六
千
萬
法
に
上
せ.、
巴

里

人

同

®

銀
行
と
改 

稱
せ
6

。
同
行
名
亦
殆
ん
ど
預
金
を
受
け
ず
、
手
形
業 

務
及
び
取
引
猶^
#

:

賈
業
務
を
手
廣
く
經
營
し
、
な
ほ

南
米
、希
臘
、.
露

西
-®

、「

モ
ロ
ツ.I

T」
「

ル
ー
メ 

ヤ

J

に
企
業
の
設
立
を
爲
し
杧
6

。
將
に「

ル
ー
メ
二
ヤ」

に 

<
-

、v
t

t「

'y

ヤ
ー
プ
、
，へ
ゥ
ゼ
ン

」

銀
行
同
盟
及
び
關
係 

的
.
.に
.

其
0.

姉
妹
會
社tt
る
國
際
誠
維
會
社
と
協
力
し 

彼
®

に
石
油
業
經
營
の
爲
め

1
1

乇
四
百「

レ
ィ」

を
以
<



H

賛

^

錄

「

ル
ー 
了
：

n

ャ」

五
舊
株
武
俞
社
と
稱
す
る
翁
社
を
削
立 

し̂

6

。
爾
巴
®

K

同
盟
銀
行
は「

シ

ヤ
|
.フ
：
、

ハ

ケ

ゼ
 

ンJ
麵

行

同

盟

と

謀

ヶ

屋

試

錐

會

社

の

「

ロ
ー
ト
リ 

ン
グ
ン.」
大
炭
ff
l

0

引
受
を
爲
さ
ん
拟
爲
め
、
千
六
百 

萬
馬
の
資
本
を
有
ず
る
國
際
炭
磷

#

社
を
設
立
し
、

「

モ

.

ロ
ッn

」

に
於
.

て
tt
r

シ
.rf

’

ナ

ィ

デ

ル

社i

洛
づ
く

る「

ク
リ

ユ

、

ソー

ト■」

市

の

一

大

製

•鐵

會

社

と
提

機

し
 

資

本

金

六

百

萬

法

を

以

て

5

1 

”

ッ
，
ロ
，％

社を
設

立

し
 

杧
6

然

し

て同
行
^

千
* ，
百

十
一

年

.̂
於

げ

る

證

券

及
 

沈

關

與

額

は

.、
®

千

九

百

四

十

萬

法

を

數

：へ
、
手

形
有
髙 

1

僚

1

千A
?
w

寓

法

、̂

5
;.猶

豫

に

ょ

る

證

券

在

高

ニ
 

千
七
+

萬
法
、
其
の
他
の
貸
出
金
合
計
六
千

一
l
j

百
六
十 

之

れ

に

對

し

手̂

®

#

、̂

四

千

九

百

萬

法、- 

借

入

金I

僚
四
千
九
：百
萬
法
を許
上
せ

ろ

。

” 

實

業

銀

行

に

厕

ず

る

名

の

と

し

て

、

更

に

'數

ふV

き
.
i
 

新

佛

蘭

西

動

產

行5

允
！

の
雨
者
な 

み

。
.其
の
創
立
當
滕
に
見
れ
ば
此
の
ニ

行

尨

、
‘
ヒ

述

讀

1

Q

四

行
に
比
し.

、-

«

に
多
く
金
融
會
紙
の
性
質
を
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